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24時制の時計の文字盤
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（金澤　池亮吉）
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1942年’ 十月の天象（時刻は日本標準時）

Heavens　of　October．

　十月はすっかり“秋”になりきった季節で，氣温は清涼，室氣は清澄，殊

に夜牟の星の眺めは，何も知らない者をさへ，永く詠嘆せしめる．木星や土

星等の大遊星の観察は，今年も，この秋の時箇に於V、て，観察に効果が高く

學がらんこ．とを望みたい．十月は東天の黄道光が最も立派に見える時である

し，之と關連して，黄道帯も，封日照も，皆～二の時節に最：も恵まれた景観を

現はす筈である．

　太陽は，昨月來，びき旧き，乙女座の中を南下中で，9日には“寒露”，24

目には“霜降”の節となる．黒難は相撃らす衰滅，減少の一路をたどりてる

る、しかし，去る六月下旬に津留氏が北緯260邊に軍猫の白斑を見たといふ

事實（急報555）は，果して衣期の黒黙列の先駆を暗示するものであるか？

否汐・ア

　月は，2日に下弦，10日に新月（奮九月朔），17日に上弦，24日に滞月とな

る．奮九月9日の“重陽節”は，18日に相當する．この頃も，また，月面の

観望には好い．

　水星は11日に内合して後，曉天の星となり，月末26日には，乙女座スピカ

星の近くで極大離角となる．位置も蒔節も，絶好の時である11

　金星と火星と億，共に，太陽の向ふ側にあって，観望に適しない．

　木星は双子座を賑はしつN，夜陰以後の東天に立派な姿を現はす．廿里脛

は36〃前後である．衛星の蝕も十月中には7回見える．4日と31日とには，月

と會合する．（年鑑を見られよ）

土星ぽ，牛座を逆行列で，地球への距離は漸…欠近くなり，’光度も明るく，

国々槻測に好都合となって來た．、輪も幅がよほど廣い．100倍以上の望遠鏡

を有つ人kは，樂しむのに好い時機である．熟練家は，土星の輪が，恒星を

掩蔽することが無V・か？　注茸されたし．

　天王星も，土星と並んで，牛座にある．（年鑑の星圖を見られよ）

　この月は，七八月に劣らす，流星が澤山見える時である．これも，詳しく

は，年鑑を見られよ．

　多重星h3780（望遠鏡を持つ人のために）オリオン星座の遍羅iにある　“うさ

ぎ”座のア星に小望遠鏡を向け，それから少しく（1。

施ばかり）左へ筒を移すと，右圖の如き配列になつ

’てるる美しい多重星が見える．点々の光度は7等，8

等，9等及び8Y，等で，禽そのほかに，もっと微光の

星が幾つか見える．
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天界256 東野天女協魯禽報 ［1）

天文窟翼（第1輯，績）￥1．40（逡三共）

諭　　明　　書

15．ブルックス彗星　　1911年七月プルグスが螢見した此の彗星は約孚年の間，天界を

　　馳騙し，その美しい光芒と，立派な尾の形は多くの観察者を樂しませ，核が分裂し

　　たり，恒星を掩蔽したり，種々の話題を提供した大彗星であった．この寓眞はヤ1

　　キ1ス天理蜜に於てバ1ナ1ド敏授が十月23日に撮影したものである．

16．漕躍時代の（敏）僻村要氏　　1　904－1932年の短かい生涯を天丈研究に捧げ，192G年

　　からは京大及び花山の天丈野川として，流星，攣星，火星，太陽，小遊星，太陽燈

　　の観測を働み，叉，反若州の研磨術を開拓し，本邦の學界に大きい足跡を残した．

　　この寓眞は昭和7年五月24　U花山の30糎病室にて撮ったもの．
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山本馬長が種々の刊行物で螢表された丈の別嗣を上記の如く改名し，希望者に碩つ．
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東亜標準時地山（天界205號より）

回る1940年十月1日の皆既日食（天界224號より）

改暦問題について注意を促す（天界225號よ？））

學術と宗教（昭和15年四月，岐阜講演）

米即行日誌（天界より）

ベツレヘムの星の解繹について（神曲研究より）

アメリカに議する感想（理想よb）．

今1941年九月21日の日蝕（天界242號より）

塞潜日蝕の功果（天界246號より）

ガリレオ傳（天界248－251號より）
田上天丈嚢（天界252號よ1り）

來1943年二月5日の皆既日蝕（天界252號よb）
Total　Eclipse　of　the　Sun　at　Sumatra，　May，　9，　1929．

田上天丈皇の施設（科三三報31巷より） 旨



　1941年十月の火星スケッチ（4）

Sketches　of　the　Mars，　October，　1941．
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田上天女墨　種賀縣栗太郡上田上村桐生

滋賀縣堅田局隔内
倉敷天文台　岡山縣倉敷市
大阪市電氣科學館プラネタリウム　（大阪市四ツ橋）

肇北市公會骨内
廣島縣沼隈郡瀬戸村

　　　　　　　　　　東亜天文協會観測部
　　1．流　星　課　（課長　和歌山縣有田郡金屋　小旗孝二鄭，幹事　宇野良雄）

　　2．彗　星　罧　（課長　滋賀縣草津町大路井420　山本　進）

　　3．攣　星　課　（課長　木早成麿，幹事　小澤喜一）

　　4．太陽課（課長敏，幹事輝岡縣志太郡吉永村吉永1768大石辰次）
　　5．黄道光課（課長田上天文塁山本一清，幹事本田實）
　　6，豫報　課　（課長　山本一清，幹事　神田萱雄）
　　7．機　械　課　（課長　滋賀縣野洲郡田平村木部　木邊成田）

　　8．窟　眞　課　（課長　大津市鹿開町　堀井政三）

　　9．遊星面課　（課長　兵庫縣川邊郡雲雀丘　伊達英太郎，幹事　木遇成麿）

　　10．掩蔽　課　（課長　大阪市住吉匠萬代東4の6　高城武夫）

　　11．月　面　課　（課長　伊達英太郎）

　　12．歴史研究課　（課長　兵庫縣武庫開門山村岡本高石344　井本　進）

　　　　　　　　　鍛測部規定　（昭和6年11月22日制定）
第1條　本観測部ノ・東亜天丈協會ノ目的ヲ’達スル爲メノー事業トシテ，天盟ノ観測

　　研究テ行フ．

第2條，第3條，第6條　　（略）
第4條　 東亜天軍師曾員ノ・希望ニヨリ本観測部員トナノレ事が出來ル．
第5條　　部員ハ観測上ノ必要二uリ課長ノ指導及ビ東亜天朝ごレテ1と，東亜天文協

　　會急報並ビニ種々ノ印刷物ノ配布テ受ケル．

御申込みは　滋賀縣堅田局匪内　東亜天文協會　（二二は堅田郵便局）

　　　　　　（逡金は安全，確實な振替口座大阪56765番へ）
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